
 
◆ 
こ
れ
は
、
昭
和
二
一
年
三
月
、
文
部
省
教
科
書
局
調
査
課
国
語
調
査
室
で
作
成
し
た
も
の
で
、
文
部
省  

で
編
修
又
は
作
成
す
る
各
種
の
教
科
書
や
文
書
な
ど
の
国
語
の
表
記
法
を
統
一
し
、
そ
の
基
準
を
示
す 

た
め
に
編
纂
し
た
四
編
の
冊
子
の
う
ち
の
一
編
で
す
。 

◆ 

こ
の
案
は
、
発
表
以
来
半
世
紀
を
経
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
も
公
用
文
、
学
校
教
育
そ
の
他
で
参
考
に  

さ
れ
て
い
ま
す
。 

◆ 

な
お
、
漢
字
の
字
体
は
、
便
宜
上
、
現
行
の
も
の
に
改
め
ま
し
た
。 

 

く
ぎ
り
符
号
の
使
ひ
方
〔
句
読
法
〕（
案
） 

  

本
省
で
編
修
ま
た
は
作
成
す
る
各
種
の
教
科
書
・
文
書
な
ど
の
国
語
の
表
記
法
を
統
一
し
、
そ
の
基
準
を
示
す
た

め
に
、 一

、
送
り
が
な
の
つ
け
方
（
案
） 

二
、
く
ぎ
り
符
号
の
使
ひ
方
〔
句
読
法
〕（
案
） 

三
、
く
り
か
へ
し
符
号
の
使
ひ
方
〔
を
ど
り
字
法
〕（
案
） 

四
、
外
国
の
地
名
・
人
名
の
書
き
方
（
案
） 

の
四
編
を
印
刷
に
付
し
た
。
こ
の
案
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

諸
官
庁
を
は
じ
め
一
般
社
会
の
用
字
上
の
参
考
と
も
な
れ
ば
幸
で
あ
る
。 

（
文
部
省
教
科
書
局
調
査
課
国
語
調
査
室
）  

ま 

へ 

が 

き 

一
、
こ
の
案
は
、
明
治
三
十
九
年
二
月
文
部
省
大
臣
官
房
調
査
課
草
案
の
句
読
法
（
案
）
を
骨
子
と
し
、
こ
れ
を
拡 

充
し
て
あ
ら
た
に
現
代
口
語
文
に
適
す
る
大
体
の
基
準
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

二
、
く
ぎ
り
符
号
は
、
文
脈
を
あ
き
ら
か
に
し
て
文
の
読
解
を
正
し
く
か
つ
容
易
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ 

る
。 

三
、
く
ぎ
り
符
号
は
、
左
の
ご
と
き
約
二
十
種
の
中
か
ら
、
そ
の
文
の
内
容
と
文
体
と
に
応
じ
て
適
当
に
用
ひ
る
。 

（
一
）
主
と
し
て
縦
書
き
に
用
ひ
る
も
の 

（
１
）
マ
ル
（
句
点
） 

。 

（
２
）
テ
ン
（
読
点
） 

、 

（
３
）
ナ
カ
テ
ン 

 
 

・ 

（
４
）
ナ
カ
セ
ン 

 
 

―
―
又
は
― 

（
５
）
テ
ン
テ
ン 

 
 

又
は

 

テ
ン
セ
ン 

   
 

（
６
）
カ
ギ 

 
 
 

「 

」 

フ
タ
ヘ
カ
ギ 

『 

』 

（
７
）
カ
ッ
コ 

 
 

（ 

） 

 
 
 

ヨ
コ
ガ
ッ
コ 

 

以
下
補
助
的
な
も
の 

（
８
）
ツ
ナ
ギ 

 
 

＝ 

ツ
ナ
ギ
テ
ン 

― 

（ ） 



（
９
） 

ワ
キ
テ
ン 

 

、 

、 

、 

（
10
）
ワ
キ
セ
ン 

 

―
―
― 

（
11
）
疑
問
符 

 
 

？ 

（
12
）
感
嘆
符 

 
 

！ 

（
二
）
も
つ
ぱ
ら
横
書
き
に
用
ひ
る
も
の 

（
１
）
ピ
リ
オ
ド
（
ト
メ
テ
ン
） 

 
 

. 

（
２
）
コ
ン
マ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

， 

（
３
）
コ
ロ
ン
（
カ
サ
ネ
テ
ン
） 

 
 

： 

（
４
）
セ
ミ
コ
ロ
ン
（
テ
ン
コ
ン
マ
） 

； 

（
５
）
引
用
符
（
カ
コ
ミ
） 

以
下
補
助
的
な
も
の 

（
６
）
ハ
イ
フ
ン
（
ツ
ナ
ギ
） 

（
７
）
半
ガ
ッ
コ 

右
、
各
種
の
符
号
の
呼
び
名
は
、
そ
の
一
部
は
在
来
の
も
の
で
一
部
は
取
扱
上
の
便
宜
の
た
め
に
あ
ら
た
に 

定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

四
、
く
ぎ
り
符
号
の
適
用
は
一
種
の
修
辞
で
も
あ
る
か
ら
、
文
の
論
理
的
な
す
ぢ
み
ち
を
乱
さ
な
い
範
囲
内
で
自
由 

に
加
減
し
、
あ
る
ひ
は
こ
の
案
を
参
考
と
し
て
更
に
他
の
符
号
を
使
つ
て
も
よ
い
。 

 

な
ほ
、
読
者
の
年
齢
や
知
識
の
程
度
に
応
じ
て
、
そ
の
適
用
に
つ
い
て
手
心
を
加
へ
る
べ
き
で
あ
る
。 

  

(1) 

マ     

ル 

呼 

び 

名 

。 

符

号 

一
、
マ
ル
は
文
の
終
止
に
う
つ
。 

 
 

正
序
（
例
１
）
倒
置
（
例
２
）
述
語
省
略 

（
例
３
）
な
ど
、
そ
の
他
、
す
べ
て
の
文
の

終
止
に
う
つ
。 

二
、「 

」(

カ
ギ)

の
中
で
も
文
の
終
止
に
は
う 

つ(

例
４)

。 

三
、
引
用
語
に
は
う
た
な
い
（
例
５
）。 

四
、
引
用
語
の
内
容
が
文
の
形
式
を
な
し
て
ゐ 

て
も
簡
単
な
も
の
に
は
う
た
な
い
（
例
６
）。 

五
、
文
の
終
止
で
、
カ
ッ
コ
を
へ
だ
て
ゝ
う
つ 

こ
と
が
あ
る
（
例
７
）。 

 

六
、
附
記
的
な
一
節
を
全
部
カ
ッ
コ
で
か
こ
む 

場
合
に
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
中
に
マ
ル
が
入

る
（
例
８
）。 準 

 
 
 
 
 

則 

(

１) 

春
が
来
た
。 

(

２) 

出
た
、
出
た
、
月
が
。 

(

３) 

ど
う
ぞ
、
こ
ち
ら
へ
。 

 (

４) 
｢

ど
ち
ら
へ
。｣ 

｢

上
野
ま
で
。｣ 

(

５) 

こ
れ
が
有
名
な
「
月
光
の
曲
」
で
す
。 

(

６) 
｢

気
を
つ
け｣

の
姿
勢
で
ジ
ー
ッ
と
注
目 

す
る
。 

(

７) 

こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
第
三
章
で
説
明 

し
た
（
五
七
頁
参
照
）。 

(

８) 

そ
れ
に
は
応
永
三
年
云
々
の
識
語
が
あ 

る
。（
こ
の
識
語
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に

詳
し
く
述
べ
る
。） 

用 
 
 
 
 
 

例 

（
一
）
主
と
し
て
縦
書
き
に
用
ひ
る
も
の 

（ ） 

(( )) 

〟〝  

） -



 

(2)
テ     

ン 

、 

一
、
テ
ン
は
、
第
一
の
原
則
と
し
て
文
の
中
止 

に
う
つ
（
例
１
）。 

二
、
終
止
の
形
を
と
つ
て
ゐ
て
も
、
そ
の
文
意 

が
続
く
場
合
に
は
テ
ン
を
う
つ
（
例
２
３
）
。 

 

た
ゞ
し
、
他
の
テ
ン
と
の
つ
り
合
ひ
上
、

こ
の
場
合
に
マ
ル
を
う
つ
こ
と
も
あ
る
。（
例

４
）。 

〔
附
記
〕
こ
の
項
の
テ
ン
は
、
言
は
ゞ
、
半
終
止 

符
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
将
来
、 

特
別
の
符
号
（
例
へ
ば
「 

 
 

」

シ
ロ
テ
ン

.

の
ご
と 

き
も
の
）
が
広
く
行
は
れ
る
や
う
に
な
る
こ
と

は
望
ま
し
い
。 

用
例
の
〔
参
照
一
〕
は
本
則
に
よ
る
も
の
。

ま
た
〔
参
照
二
〕
は
「 

 
 

」

シ
ロ
テ
ン

.

を
使
つ
て 

み
た
も
の
。 

三
、
テ
ン
は
、
第
二
の
原
則
と
し
て
、
副
詞
的 

語
句
の
前
後
に
う
つ
（
例
５
６
７
）。 

 

そ
の
上
で
、
口
調
の
上
か
ら
不
必
要
の
も

の
を
消
す
の
で
あ
る
（
例
５
に
お
け
る
（
、 

）

の
ご
と
き
も
の
）。 

〔
附
記
〕
こ
の
項
の
趣
旨
は
、
テ
ン
で
は
さ
ん
だ
語 

句
を
飛
ば
し
て
読
ん
で
み
て
も
、
一
応
、
文
脈

が
通
る
や
う
に
う
つ
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
テ
ン

の
打
ち
方
に
お
け
る
最
も
重
要
な
、
一
ば
ん
多

く
使
は
れ
る
原
則
で
あ
つ
て
、
こ
の
原
則
の
範

囲
内
で
、
そ
れ

ぐ
の
文
に
従
ひ
適
当
に
調
節

す
る
の
で
あ
る
（
例
８
９
10
11
）。 

な
ほ
、
接
続
詞
、
感
嘆
詞
、
ま
た
、
呼
び
か

け
や
返
事
の
「
は
い
」「
い
ゝ
え
」
な
ど
、
す

べ
て
副
詞
的
語
句
の
中
に
入
る
（
例
12
13
14

15
16
17
18
）。 

     

四
、
形
容
詞
的
語
句
が
重
な
る
場
合
に
も
、
前 

項
の
原
則
に
準
じ
て
テ
ン
を
う
つ
（
例
19

20
）。 

五
、
右
の
場
合
、
第
一
の
形
容
詞
的
語
句
の
下 

だ
け
に
う
つ
て
よ
い
こ
と
が
あ
る
（例
21
22
）。 

(

１) 

父
も
喜
び
、
母
も
喜
ん
だ
。 

 (

２) 

父
も
喜
ん
だ
、
母
も
喜
ん
だ
。 

(

３) 

ク
リ
モ
キ
マ
シ
タ
、
ハ
チ
モ
キ
マ
シ
タ
、 

ウ
ス
モ
キ
マ
シ
タ
。 

(

４) 

こ
の
真
心
が
天
に
通
じ
、
人
の
心
を
も 

動
か
し
た
の
で
あ
ら
う
。
彼
の
事
業
は
や 

う
や
く
村
人
の
間
に
理
解
さ
れ
は
じ
め
た
。 

〔
参
照
一
〕
こ
の
真
心
が
天
に
通
じ
、
人
の
心
を 

も
動
か
し
た
の
で
あ
ら
う
。
彼
の
事
業
は

 

〔
参
照
二
〕
こ
の
真
心
が
天
に
通
じ
、
人
の
心
を 

も
動
か
し
た
の
で
あ
ら
う 

彼
の
事
業
は

 

  (

５) 

昨
夜
、
帰
宅
以
来
、
お
尋
ね
の
件
に
つ 

い
て(

、 )

当
時
の
日
誌
を
調
べ
て
見
ま
し

た
と
こ
ろ
、
や
は
り(

、 )

そ
の
と
き
申
し

上
げ
た
通
り
で
あ
り
ま
し
た
。 

(

６) 
お
寺
の
小
僧
に
な
つ
て
間
も
な
い
頃
、
あ 

る
日
、
を
し
や
う
さ
ん
か
ら
大
そ
う
し
か

ら
れ
ま
し
た
。 

(

７) 

ワ
タ
ク
シ
ハ
、
オ
ニ
ガ
シ
マ
ヘ
、
オ
ニ
タ 

イ
ヂ
ニ
、
イ
キ
マ
ス
カ
ラ
、 

(

８) 

私
は
反
対
で
す
。 

(

９) 

私
は
、
反
対
で
す
。 

(

10)
 

し
か
し
私
は
、 

(

11)
 

し
か
し
、
私
は

 

(

12)
 

今
、
一
例
と
し
て
、
次
の
事
実
を
報
告 

す
る
。 

(

13)
 

ま
た
、
私
は

 

(

14)
 

た
ゞ
、
例
外
と
し
て
、 

(

15)
 

た
ゞ
し
、
汽
車
区
間
を
除
く
。 

(

16)
 

お
や
、
い
ら
つ
し
や
い
。 

(

17)
 

坊
や
、
お
出
で
。 

(

18)
 

は
い
、
さ
う
で
す
。 

(

19)
 

く
じ
や
く
は
、
長
い
、
美
し
い
尾
を
あ 

ふ
ぎ
の
や
う
に
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。 

(

20)
 

静
か
な
、
明
る
い
、
高
原
の
春
で
す
。 

(

21)
 

ま
だ
火
の
よ
く
通
ら
な
い
、
生
の
で
ん 

ぷ
ん
粒り

ふ

の
あ
る
く
ず
湯
を
飲
ん
で
、 



 

(3)
ナ
カ
テ
ン 

 

・  

一
、
ナ
カ
テ
ン
は
、
単
語
の
並
列
の
間
に
う
つ 

（
例
１
２
）。 

 

二
、
た
ゞ
し
、
右
の
ナ
カ
テ
ン
の
代
り
に
テ
ン 

を
う
つ
こ
と
も
あ
る
（
例
３
）。 

  

六
、
語
な
り
、
意
味
な
り
が
附
著
し
て
、
読
み 

誤
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
う
つ
（
例
23
24

25
26
）。 

 

七
、
テ
ン
は
読
み
の
間ま

を
あ
ら
は
す
（
例
26
参 

照
27
）。 

八
、
提
示
し
た
語
の
下
に
う
つ
（
例
28
29
）。 

   

九
、
ナ
カ
テ
ン
と
同
じ
役
目
に
用
ひ
る
が
（
例 

30
）、
特
に
テ
ン
で
な
く
て
は
、
か
へ
つ
て
読

み
誤
り
易
い
場
合
が
あ
る
（
例
31
）。 

十
、
対
話
ま
た
は
引
用
文
の
カ
ギ
の
前
に
う
つ

（
例
32
）。 

十
一
、
対
話
ま
た
は
引
用
文
の
後
を
「
と
」
で 

受
け
て
、
そ
の
下
に
テ
ン
を
う
つ
の
に
二
つ

の
場
合
が
あ
る
（
例
33
34
35
）。 

「
と
い
つ
て
、」「
と
思
つ
て
、」
な
ど
の
「
と
」

に
は
う
た
な
い
。 

「
と
、
花
子
さ
ん
は
」
と
い
ふ
や
う
に
、
そ

の
「
と
」
の
下
に
主
格
や
、
ま
た
は
他
の
語

が
来
る
場
合
に
は
う
つ
の
で
あ
る
。 

 十
二
、
並
列
の
「
と
」「
も
」
を
と
も
な
つ
て
主 

語
が
重
な
る
場
合
に
は
原
則
と
し
て
う
つ
が
、

必
要
で
な
い
限
り
は
省
略
す
る
（
例
36
37

38
39
）。 

  

十
三
、
数
字
の
位
取
り
に
う
つ
（
例
40
41
42
）。 

〔
附
記
〕
現
行
の
簿
記
法
で
は
例
40
41
の
ご
と
く 

う
つ
が
、
わ
が
国
の
計
数
法
に
よ
れ
ば
、
例
41

は
42
の
ご
と
く
う
つ
の
が
自
然
で
あ
る
。 

(

１) 

ま
つ
・
す
ぎ
・
ひ
の
き
・
け
や
き
な
ど
、 

(

２) 

む
ら
雲
・
お
ぼ
ろ
雲
は
、
巻
雲
や
薄
雲
・ 

い
わ
し
雲
な
ど
よ
り
も
低
く
、 

(

３) 

ま
つ
、
す
ぎ
、
ひ
の
き
、
け
や
き
な
ど
、 

(

22) 

村
は
づ
れ
に
あ
る
、
う
ち
の
雑
木
山
を 

開
墾
し
は
じ
め
て
か
ら
、 

(

23) 

弾
き
終
つ
て
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
は
、
つ 

と
立
ち
あ
が
つ
た
。 

(

24) 

よ
く
晴
れ
た
夜
、
空
を
仰
ぐ
と
、 

(

25) 

実
は
そ
の
、
外
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、 

(

26) 

「
か
ん
、
か
ん
、
か
ん
。」 

(

27) 

「
か
ん

く
く
。」 

(

28) 

秋
祭
、
そ
れ
は
村
人
に
と
つ
て
最
も
楽 

し
い
日
で
す
。 

(

29) 

香
具

か

ぐ

山
・
畝う

ね

火び

山
・
耳
梨

み
ゝ
な
し

山
、
こ
れ 

を
大
和
の
三
山
と
い
ふ
。 

(

30) 

ま
つ
、
す
ぎ
、
ひ
の
き
、
け
や
き
な
ど 

(

31) 

天
地
の
公
道
、
人
倫
の
常
経 

 (

32) 

さ
つ
き
の
槍や

り

ヶ
岳た

け

が
、「
こ
ゝ
ま
で
お 

い
で
。」
と
い
ふ
や
う
に
、 

(
33) 

｢

な
ん
と
い
ふ
貝
だ
ら
う
。｣ 

と
い
つ 

て
、
み
ん
な
で
、
い
ろ

く
貝
の
名
前
を

思
ひ
出
し
て
み
ま
し
た
が
、 

(

34) 
｢

先
生
に
聞
き
に
行
き
ま
せ
う
。｣

 

と
、 

花
子
さ
ん
は
、
そ
の
貝
を
も
つ
て
、
先
生

の
と
こ
ろ
へ
走
つ
て
行
き
ま
し
た
。 

(

35) 
｢

お
め
で
た
う
。｣｢ 

お
め
で
た
う
。｣ 

と
、
互
に
言
葉
を
か
は
し
な
が
ら

 

(

36) 

父
と
、
母
と
、
兄
と
、
姉
と
、
私
と
の 

五
人
で
、 

(

37) 

父
と
母
と
兄
と
姉
と
私
と
の
五
人
で
、 

(

38) 

父
も
、
母
も
、
兄
も
、
姉
も
、 

(

39) 

父
も
母
も
兄
も
姉
も
、 

円 

(

40) 

一
、
二
三
五 

(

41) 

一
、
二
三
四
、
五
六
七
、
八
九
〇 

億 
 
 
 

万 

(

42) 

一
二
、
三
四
五
六
、
七
八
九
〇 



 

(4)
ナ
カ
セ
ン 

 

―
― 

―  

一
、
ナ
カ
セ
ン
は
話
頭
を
か
は
す
と
き
に
用
ひ 

る
（
例
１
）。 

二
、
語
句
を
言
ひ
さ
し
て
余
韻ゐ

ん

を
も
た
せ
る
場 

合
に
用
ひ
る
（
例
２
）。 

三
、
カ
ギ
で
か
こ
む
ほ
ど
で
も
な
い
語
句
を
地
の 

文
と
分
け
る
場
合
に
用
ひ
る
（
例
３
）。 

四
、
時
間
的
・
空
間
的
な
経
過
を
あ
ら
は
す 

（
例
４
５
）。 

  五
、
時
間
的
・
空
間
的
に
「
乃
至
」
ま
た
は
「
よ 

り
―
―
ま
で
」
の
意
味
を
あ
ら
は
す
（
例
６

７
）。 

 六
、
か
る
く
「
す
な
は
ち
」
の
意
味
を
あ
ら
は 

す
（
例
８
９
）。 

   七
、
補
助
的
説
明
の
語
句
を
文
中
に
は
さ
ん
で
、 

カ
ッ
コ
で
か
こ
む
よ
り
も
地
の
文
に
近
く
取

扱
ひ
た
い
場
合
に
用
ひ
る
（
例
10
11
）。 

   八
、
ニ
ホ
ン
ナ
カ
セ
ン
（
＝
）
を
短
い
く
ぎ
り 

に
用
ひ
る
こ
と
が
あ
る
（
例
12
）。 

三
、
テ
ン
と
ナ
カ
テ
ン
と
を
併
用
し
て
、
そ
の 

対
照
的
効
果
を
ね
ら
ふ
こ
と
が
あ
る
（例
４
）。 

 

四
、
主
格
の
助
詞
「
が
」
を
省
略
し
た
場
合
に 

は
、
ナ
カ
テ
ン
で
な
く
テ
ン
を
う
つ
（
例
５
）。 

五
、
熟
語
的
語
句
を
成
す
場
合
に
は
ナ
カ
テ
ン 

を
う
た
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
（
例
６
７
）。 

六
、
小
数
点
に
用
ひ
る
（
例
８
）。 

七
、
年
月
日
の
言
ひ
表
は
し
に
用
ひ
る
（
例
９ 

10
）。 

八
、
外
来
語
の
く
ぎ
り
に
用
ひ
る
（
例
11
）。 

九
、
外
国
人
名
の
く
ぎ
り
に
用
ひ
る
（
例
12
）。 

〔
附
記
〕
外
国
人
名
の
並
列
に
は
テ
ン
を
用
ひ
る 

（
例
13
）。 

(

１) 
｢

そ
れ
は
ね
、
―
―
い
や
、
も
う
止
し
ま 

せ
う
。」 

 

(

２) 
｢

ま
あ
、
ほ
ん
と
う
に
お
か
は
い
さ
う
に 

―
―
。」 

 (

３) 
こ
れ
で
は
な
ら
な
い
―
―
と
い
つ
て
起 

ち
あ
が
つ
た
の
が
か
れ
で
あ
つ
た
。 

(

４) 

五
分
―
―
十
分
―
―
十
五
分 

(

５) 

汽
車
は
、
静
岡
―
―
浜
松
―
―
名
古
屋 

―
―
京
都
と
、
嵐
の
夜
の
闇や

み

を
つ
い
て
走

つ
て
ゆ
く
。 

(

６) 

そ
の
き
ゝ
め
は
、
少
く
と
も
三
―
五
週 

間
の
後
で
な
く
て
は
あ
ら
は
れ
ま
せ
ん
。 

(

７) 

上
野
―
新
橋
、
渋
谷
―
築
地
、
新
宿
― 

日
比
谷
の
電
車
、
終
夜
運
転 

(

８) 

こ
の
海
の
中
を
流
れ
る
大
き
な
河
―
― 

黒
潮
は
、 

(

９) 

心
持
―
―
心
理
学
の
用
語
に
よ
れ
ば
情 

緒
と
か
気
分
と
か
状
態
意
識
と
か
い
ふ
の

で
あ
る
が
、 

(

10)
 

ふ
と
、
荒
城
の
月
の
歌
ご
ゑ
が
―
―
あ 

の
寄
宿
舎
の
窓
か
ら
も
れ
て
く
る
の
で
あ

ら
う
―
―
す
ゞ
し
い
夜
風
に
乗
つ
て
聞
え

て
く
る
。 

(

11)
 

方
法
論
―
―
そ
れ
は
一
種
の
比
較
的
形 

態
学
で
あ
る
―
―
は
、 

(

12)
 

（
東
京
・
富
田
幸
平
＝
教
員
） 

(

４) 

明
日
、
東
京
を
立
つ
て
、
静
岡
、
浜
松
、 

名
古
屋
、
大
阪
・
京
都
・
神
戸
、
岡
山
、
広

島
を
六
日
の
予
定
で
見
て
来
ま
す
。 

(

５) 

米
、
英
・仏
と
協
商
【新
聞
の
見
出
し
例
】 

 

(

６) 

英
仏
両
国 

(

７) 

英
独
仏
三
国 

(

８) 

一
三
・
五 

(

９) 

昭
和
二
一
・
三
・
一
八 

(

10)
 

二
・
二
六
事
件 

(

11)
 

テ
ー
ブ
ル
・
ス
ピ
ー
チ 

(

12)
 

ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン 

(

13)
 

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ア
ブ
ラ
ハ 

ム
・
リ
ン
カ
ー
ン 



 

(9)
ワ
キ
テ
ン 

(8)
ツ  

ナ 
 

ギ 

 

ツ
ナ
ギ
テ
ン 

(7)
カ  

ッ 
 

コ 

 

ヨ
コ
ガ
ッ
コ 

(6)
カ 

 
 
 

ギ 

フ
タ
ヘ
カ
ギ 

(5)
テ

 

ン

 

テ

 

ン 

 

    

テ
ン
セ
ン 

、 

、 

、 

=
 ― 

（ 

） 

( ) 

「 

」 

『 

』 

 

 

 

一
、
ワ
キ
テ
ン
は
、
原
則
と
し
て
、
特
に
読
者 

の
注
意
を
求
め
る
語
句
に
う
つ
（
例
１
）。 

一
、
ツ
ナ
ギ
は
、
か
な
文
の
分
ち
書
き
で
、
一
語 

が
二
行
に
ま
た
が
る
場
合
に
用
ひ
る
（例
１
）。 

 二
、
ツ
ナ
ギ
テ
ン
は
、
数
字
上
「
よ
り
―
―
ま 

で
」
の
意
味
に
用
ひ
る
（
例
２
）。 

一
、
カ
ッ
コ
は
註
釈
的
語
句
を
か
こ
む
（
例
１
）。 

二
、
編
輯
上
の
注
意
書
き
や
署
名
な
ど
を
か
こ 

む
（
例
２
）。 

三
、
ヨ
コ
ガ
ッ
コ
は
箇
条
書
の
場
合
、
そ
の
番 

号
を
か
こ
む
（
例
３
）。 

〔
附
記
〕
な
ほ
各
種
の
カ
ッ
コ
を
適
当
に
用
ひ 

る
。
そ
の
呼
び
名
を
下
に
掲
げ
る
。 

一
、
カ
ギ
は
、
対
話
・
引
用
語
・
題
目
、
そ
の 

他
、
特
に
他
の
文
と
分
け
た
い
と
思
ふ
語
句

に
用
ひ
る
（
例
１
２
３
４
）。 

 

こ
れ
に
フ
タ
ヘ
カ
ギ
を
用
ひ
る
こ
と
も
あ

る
。 

 二
、
カ
ギ
の
中
に
さ
ら
に
カ
ギ
を
用
ひ
た
い
場 

合
は
、
フ
タ
ヘ
カ
ギ
を
用
ひ
る
（
例
５
）。 

 

三
、
カ
ギ
の
代
り
に
〝
〟
を
用
ひ
る
こ
と
が
あ 

る
（
例
６
）。 

 

〝
〟
を
ノ
ノ
カ
ギ
と
呼
ぶ
。 

一
、
テ
ン
テ
ン
は
、
ナ
カ
セ
ン
と
同
じ
く
、
話 

頭
を
か
は
す
と
き
や
言
ひ
さ
し
て
や
め
る
場

合
な
ど
に
用
ひ
る
（
例
１
２
）。 

二
、
テ
ン
テ
ン
は
引
用
文
の
省
略
（
上
略
・
中 

略
・
下
略
）
を
示
す
（
例
３
）。 

三
、
テ
ン
セ
ン
は
会
話
で
無
言
を
示
す
（
例
４
）。 

四
、
テ
ン
セ
ン
は
つ
な
ぎ
に
用
ひ
る
（
例
５
）。 

(( 
)) 

〔 

〕 

[ 
] 

【 

】 

(

１) 

こ
ゝ
に
も
一
人
の
路、
傍、
の、
石、
が
あ
る
。 

(

１) 

サ
ル
ハ 

ト
ウ
ト
ウ 

ジ
ブ=

 

ン
ガ 

ワ
ル
カ
ッ
タ
ト 

ア=
 

ヤ
マ
リ
マ
シ
タ
。 

(

２) 

一
三
五
―
六
頁 

一
五
六
―
八
頁 

三
五
九
―
六
〇
頁 

五
九
九
―
六
〇
〇
頁 

フ
タ
ヘ
ガ
ッ
コ 

ソ
デ
ガ
ッ
コ 

カ
ク
ガ
ッ
コ 

カ
メ
ノ
コ
ガ
ッ
コ 

(

１) 

広
日
本
文
典
（
明
治
三
十
年
刊
） 

(

２) 

（
そ
の
一
）（
第
二
回
）（
承
前
）（
続
き
） 

（
完
）（
終
）（
未
完
）（
続
く
）（
山
田
） 

(

３) 

(一) 

(イ) 

(ａ) 

(

１) 
｢

お
早
う
。｣ 

(

２) 

俳
句
で
「
雲
の
峰
」
と
い
ふ
の
も
、
こ 

の
入
道
雲
で
す
。 

(

３) 

国
歌
「
君
が
代
」 

(

４) 

こ
の
類
の
語
に
は
「
牛
耳
る
」「
テ
ク 

る
」「
サ
ボ
る
」
な
ど
が
あ
る
。 

(

５) 
｢

さ
つ
き
お
出
か
け
の
途
中
、『
な
に
か 

め
づ
ら
し
い
本
は
な
い
か
。』
と
お
立
寄

り
く
だ
さ
い
ま
し
た
。」 

(

６) 

こ
れ
が
雑
誌
〝
日
本
〟
の
生
命
で
あ 

る
。 

(

１) 
｢

そ
れ
か
ら
ね
、

い
や
い
や
、 

も
う
な
ん
に
も
申
し
上
げ
ま
す
ま
い
。」 

(

２) 
｢

そ
れ
も
さ
う
だ
け
れ
ど
。

｣ 

(

３) 

そ
こ
で
上
述
の
ご
と
き
結
果
に
な
る 

の
で
あ
る
。

 

(

４) 
｢

ご
め
ん
ネ
、
健
ち
や
ん
。｣

「

」 

(

５) 

第
一
章
序
説

一
頁 



 

(12)

感

嘆

符 

(11)

疑

問

符 

(10)
ワ
キ
セ
ン 

 

！ ？ 

  
 

 

  

一
、
感
嘆
符
も
普
通
の
文
に
は
原
則
と
し
て
用 

ひ
な
い
。
た
ゞ
し
、
必
要
に
応
じ
て
感
動
の

気
持
を
あ
ら
は
し
た
場
合
に
用
ひ
る
（
例

１
）。 

二
、
強
め
、
驚
き
、
皮
肉
な
ど
の
口
調
を
あ
ら 

は
し
た
場
合
に
用
ひ
る
（
例
２
）。 

一
、
疑
問
符
は
、
原
則
と
し
て
普
通
の
文
に
は 

用
ひ
な
い
。
た
ゞ
し
必
要
に
応
じ
て
疑
問
の

口
調
を
示
す
場
合
に
用
ひ
る
（
例
１
）。 

二
、
質
問
や
反
問
の
言
葉
調
子
の
時
に
用
ひ
る 

（
例
２
）。 

  三
、
漫
画
な
ど
で
無
言
で
疑
問
の
意
を
あ
ら
は 

す
時
に
用
ひ
る
（
例
略
）。 

一
、
ワ
キ
セ
ン
は
ほ
と
ん
ど
ワ
キ
テ
ン
と
同
じ 

目
的
で
用
ひ
る
（
例
１
）。 

 二
、
説
明
上
、
あ
る
語
句
を
一
つ
に
く
る
め
て 

表
示
す
る
場
合
に
用
ひ
る
（
例
２
）。 

二
、
観
念
語
を
か
な
で
書
い
た
場
合
に
う
つ 

（
例
２
３
）。 

      三
、
俗
語
や
方
言
な
ど
を
特
に
用
ひ
る
場
合
に 

う
つ
（
例
４
）。 

(

１) 
｢

ち
が
ふ
、
ち
が
ふ
、
ち
が
ふ
ぞ
！｣ 

   

(

２) 

放
送
の
と
き
、
し
き
り
に
紹
介
の
「
さ 

ん
」
づ
け
を
止
し
て
「
し
」
に
し
て
く
れ

と
い
ふ
の
で
、
よ
く
き
い
て
み
る
と
、
な

ん
と
、
そ
れ
は
「
氏
」
で
な
く
て
「
師
」

で
あ
つ
た
！ 

(

１) 
｢

え
ゝ
？ 
な
ん
で
す
つ
て
？｣ 

 

(

２) 
｢

さ
う
い
た
し
ま
す
と
、
や
が
て
龍り

う

宮
へ 

お
著
き
に
な
る
で
せ
う
。」 

｢

龍
宮
へ
？｣ 

  

(

１) 

次
の
傍
線
を
引
い
た
語
に
つ
い
て
説
明 

せ
よ
。 

さ
う
考
へ
ら
れ
る
。 

(

２) 

名
辞
は
、
単
一
の
名
詞
か
ら
成
る
こ
と 

も
あ
り
、
あ
る
ひ
は
長
い
名
詞
句
か
ら
成

る
こ
と
も
あ
る
。 

人
は
パ
ン
の
み
に
て
生
く
る
も
の
に
あ
ら

ず
。 

(

２) 

着
物
も
あ、
げ、
に
よ
つ
て
兄
に
も
弟
に
も 

使
へ
る
。 

(

３) 

ひ、
る、
と
い
ふ
言
葉
は
、
元
来
は
よ、
る、
に 

対
し
て
用
ひ
た
も
の
で
あ
る
が
、
お、
ひ、
る、
と 

い
つ
て
昼
飯
の
こ
と
を
意
味
す
る
や
う
に

な
つ
た
の
は
、 

(

４) 

ぴ、
ん、
か
ら
き、
り、
ま
で
あ
る
。 



 

(1) 

ピ
リ
オ
ド 

   

(2)

コ

ン

マ 

（
小こ

く
ぎ
り
） 

(3)

コ

ロ

ン 

  

(4)
セ
ミ
コ
ロ
ン 

呼 
び 
名 

   

． 

    

   

， 
 ：    ； 

符

号 

一
、
ピ
リ
オ
ド
は
、
ロ
ー
マ
字
文
で
は
終
止
符 

と
し
て
用
ひ
る
が
、
横
書
き
の
漢
字
交
り
か

な
文
で
は
、
普
通
に
は
、
ピ
リ
オ
ド
の
代
り

に
マ
ル
を
う
つ
（
例
１
２
）。 

二
、
テ
ン
又
は
ナ
カ
テ
ン
の
代
り
に
、
コ
ン
マ 

又
は
セ
ミ
コ
ロ
ン
を
適
当
に
用
ひ
る
（
例
３

４
５
６
）。 

三
、
引
用
符
・
ハ
イ
フ
ン
の
用
例
は
略
す
。
半 

ガ
ッ
コ
の
用
例
は
下
欄
で
実
地
に
示
し
た
。 

準 
 
 
 
 
 

則 

 

用 
 
 
 
 
 

例 

（
二
）
主
と
し
て
横
書
き
に
用
ひ
る
も
の 

ト
メ
テ
ン 

終

止

符 

大
く
ぎ
り 

カ
サ
ネ
テ
ン

中
の
大
く
ぎ

り テ
ン
コ
ン
マ

中
の
小
く
ぎ

り 


